
　

自
治
振
興
区
が
実
施
す
る
地
域
課
題
の
解

決
や
、地
域
づ
く
り
な
ど
を
支
援
す
る
「
庄

原
市
自
治
振
興
区
活
動
促
進
補
助
金
」の
本

年
度
採
択
事
業
が
審
査
会
に
よ
る
審
査
を
経

て
決
定
し
ま
し
た
。6
振
興
区
6
事
業
が
採

択
と
な
り
、地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
事
業

展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、地
域
の
将
来
像
や
課
題
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
ま
と
め
た

「
地
域
振
興
計
画
」に
基
づ
き
、自
治
振
興
区

の
皆
さ
ん
が
創
意
工
夫
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。

平
成
27
年
度
庄
原
市
自
治
振
興
区
活
動

促
進
補
助
金
事
業
の
活
用
状
況

　
　
口
和
自
治
振
興
区
　
　
　
　
　
　

　
　「
口
和
地
域
防
災
マ
ッ
プ
作
成
事
業
」

　

口
和
自
治
振
興
区
で
は
、安
心
安
全
な
地

域
を
目
指
し
て
、平
成
26
年
度
に
自
治
会
ご

と
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
。昨
年
度
は
、さ
ら

に
地
域
ご
と
に
分
割
し
た
防
災
マ
ッ
プ
の
印

刷
や
、屋
外
放
送
器
具
を
購
入
す
る
た
め
に

補
助
金
が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

防
災
マ
ッ
プ
は
全
世
帯
に
配
布
さ
れ
、お

互
い
の
地
域
の
危
険
箇
所
の
再
認
識
や
災
害

の
啓
発
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。今
後
は
、こ
の

防
災
マ
ッ
プ
を
基
本
に
、災
害
に
関
す
る
啓

発
や
自
治
会
ご
と
の
自
主
防
災
組
織
の
設
立

に
向
け
て
取
り
組
み
、災
害
避
難
訓
練
や
防

災
教
室
な
ど
屋
外
で
の
防
災
に
関
す
る
事
業

が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

庄原市自治振興区
活動促進補助金事業
本年度は６事業を採択

企画振興課自治振興係　☎0824-73-1209

◆平成28年度庄原市自治振興区活動促進補助金採択事業一覧◆
地域 振興区 事業名 事業内容 補助金交付決定額

庄原

庄原 戸郷川憩いの場づくり事業

戸郷川土手周辺に桜を植樹するとともに、
環境美化活動や地域住民の交流イベントを
実施することにより地域の活性化につなげ
る。

774,000円

北 地域振興対策事業

野菜乾燥機などを購入して、乾燥野菜づく
りの推進・販売を実施することにより、加
工グループの育成および農地の保全・活用
につなげる。

141,000円

東城

小奴可の里小奴可の里やさしい施設づくり事業

小奴可自治振興センターに舞台幕と移動可
能な音響装置を購入する。音響装置は屋外
に持ち出して使用することができるため、
新たな事業の企画が可能となり、コミュニ
ティー活動の活性化につなげる。

1,026,000円

久代 福寿草案内看板整備事業

福寿草の写真付行先案内看板２枚を設置す
る。また、その周辺道路に設置するのぼり
旗を購入し、福寿草自生地のPRと誘客を
促進する。

200,000円

口和 口和 向泉田楽継承事業

市の無形文化財である向泉の田楽を広く周
知し、後継者を育て伝統文化の継承を図る
ため、購入後 45年が経過し、劣化している
衣装類を更新する。

735,000円

高野 上高 上高自治振興区和南原地区
葬儀備品等整備事業

地域課題となっている葬儀環境の利便性向
上のため和南原コミュニティセンターへ椅
子、エアコン、投光器、こたつセットなど
を購入する。

1,626,000円

補助金交付決定額合計 4,502,000円

例
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行
政
管
理
課
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報
統
計
係

☎
０
８
２
４
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林
業
振
興
課
林
業
振
興
係
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就
業
構
造
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
総

務
省
の
統
計
調
査
の
就
業
構
造
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
日
本
の
就
業
・
不

就
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
統
計
法
（
国
の
統

計
に
関
す
る
基
本
的
な
法
律
）
に
基

づ
き
実
施
す
る
、
国
の
重
要
な
統
計

調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
雇
用
政
策
、
経
済

政
策
な
ど
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
各
種
行
政
施
策
の
企
画
・
立

案
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
、

９
月
下
旬
に
調
査
員
が
伺
い
、
調
査

書
類
を
お
配
り
し
ま
す
。皆
さ
ん
に
、

よ
り
便
利
に
ご
回
答
い
た
だ
く
た

め
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
使
っ
て
、
簡
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
回
答
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
的
に
ク
マ
（
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
）
の
出
没
や
人
身
被
害

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
内
で
の
ク
マ
に
よ
る
人
身
事

故
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、４
月
以
降
、

目
撃
情
報
や
足
跡
、
痕
跡
情
報
が

市
へ
も
継
続
的
に
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

急
に
人
と
遭
う
と
ク
マ
も
驚
き

ま
す
。
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
な

り
ま
す
が
、山
に
立
ち
入
る
際
は
、

鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携
帯
す
る
な
ど
、

ク
マ
に
人
の
存
在
を
あ
ら
か
じ
め

知
ら
せ
て
、
脅
か
さ
な
い
よ
う
注

意
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
の
周
り
に
生
ご
み
な

ど
ク
マ
の
餌
と
な
る
物
を
放
置
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⚠
熊
に
遭
わ
な
い
た
め
に
！

1
山
へ
立
ち
入
る
と
き
は
、
事
前

に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
新
聞
な
ど

の
マ
ス
コ
ミ
や
、
地
元
で
の
話
な

ど
か
ら
出
没
情
報
を
入
手
し
、
危

険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

2
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
持
ち
、
ク

マ
に
人
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ

ク
マ
に
注
意
！

　

ク
マ
に
出
会
っ
て
冷
静
に
行
動

で
き
る
人
は
多
く
い
ま
せ
ん
。

出
会
わ
な
い
こ
と
が
一
番
大
切

で
す
。

　

ク
マ
を
目
撃
し
た
と
き
は
、
林

業
振
興
課
ま
た
は
各
支
所
産
業

建
設
室
・
地
域
振
興
室
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

う
。

3
ク
マ
の
活
動
時
間
帯
（
朝
夕
の

薄
暗
い
時
）
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
風
や
霧
の
あ
る
と
き
や
、

小
川
な
ど
の
沢
沿
い
で
は
、
ク
マ

の
注
意
力
が
散
漫
に
な
る
た
め
注

意
が
必
要
で
す
。

4
爪
跡
、
ふ
ん
、
足
跡
な
ど
の
ク

マ
の
痕
跡
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

5
生
ご
み
は
放
置
せ
ず
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。
人
間
が
食
べ
物
を

持
っ
て
い
る
と
思
い
、
ク
マ
が
故

意
に
人
間
に
近
づ
く
よ
う
に
な
り

ま
す
。

⚠
ク
マ
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら

1
遠
く
に
い
る
と
き
は
、
そ
っ
と

立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

2
騒
が
な
い
で
、
落
ち
着
い
て
行

動
し
て
く
だ
さ
い
。
石
や
枝
を
投

げ
る
と
ク
マ
が
興
奮
し
ま
す
。

3
ク
マ
に
背
を
向
け
ず
に
、
向
き

合
っ
た
ま
ま
ゆ
っ
く
り
と
後
退
し

て
く
だ
さ
い
。

4
子
グ
マ
に
出
会
っ
た
ら
付
近
に

親
グ
マ
が
い
る
可
能
性
が
高
い
の

で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

体長（成獣）　110 ～ 150cm
体重（成獣）　80 ～ 120kg
聴覚・嗅覚　非常に優れている
性質　おとなしいが子連れの母グマは強気
体力　木登り、水泳ができる
走力　100 ｍを 7秒台で走る、腕力が強い
武器　鋭い爪と牙を持っている
食事時間　朝方・夕方
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　自治振興区が取り組む地域課題の解決や、地域づくりなどを支援する「庄原市自治振興区活動促進補
助金」の本年度採択事業を、審査会による審査を経て決定しました。４自治振興区４事業が採択となり、
地域の特色を生かした事業展開が期待されます。
　それぞれの事業は、地域の将来像や課題解決に向けた取り組みなどをまとめた「地域振興計画」に基
づき、自治振興区の皆さんの創意工夫により実施されるものです。

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、
県
内
で
た
め
池
が

決
壊
し
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
も

多
く
の
た
め
池
が
被
災
し
、
下
流
域
は
被
害
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
た
め
池
は
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
離
農
に
伴
い
、

使
わ
れ
ず
管
理
さ
れ
な
く
な
っ
た
箇
所
が
増
加
し

て
お
り
、
豪
雨
に
よ
る
た
め
池
の
決
壊
な
ど
の
災

害
防
止
の
た
め
、
安
全
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
本
年
７
月
、「
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保

全
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
行
政
が
た
め
池
の
管
理
者
な
ど
の
情
報

を
把
握
し
、
災
害
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
た
め
池
の
所
有
者
や
管
理
者
が
、

た
め
池
に
関
す
る
情
報
を
県
知
事
に
届
け
出
る
こ

と
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

●
市
か
ら
届
出
書
を
送
付
し
ま
す

　
現
在
市
が
把
握
し
て
い
る
農
業
用
た
め
池
の
管

理
者
に
は
、
た
め
池
の
届
け
出
に
関
す
る
お
知
ら

せ
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
同
封
さ
れ
て
い
る
届
出

書
の
記
入
と
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
発
送
時
期
】

　
10
月
中
旬

【
記
入
内
容
】

　
次
の
情
報
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
た
め
池
の
名
称

▼
た
め
池
の
所
在
地

▼
所
有
者
の
住
所
・
氏
名
（
共
有
名
義
の
場
合

は
全
て
の
共
有
者
）

▼
管
理
者
の
住
所
・
氏
名
、
管
理
の
内
容
、
管

理
の
種
類
（
委
任
・
賃
借
な
ど
）

【
提
出
方
法
】

　
同
封
さ
れ
て
い
る
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
投
函

す
る
か
、
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
担
当
室
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
期
限
】

　
11
月
29
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
建
設
課
農
林
整
備
係
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自治定住課自治振興係　☎ 0824 ｰ 73 ｰ 1209

地域 振興区 事業名 事業内容 補助金交付
決定額

庄 原 山 内 歴史的資源を活用し
た地域づくり事業

地域史を通して三世代間での歴史認識を深め
るとともに、郷土愛を高め、将来の地域づく
りにつなげるために、歴史冊子を作成する。
また、地域史を観光資源として活用し、地域
の活性化を図るために義民の碑などの説明看
板と城跡の郭名を記した位置看板を設置する。

1,420,000 円

東 城 八 幡 八幡地域健康つくり
事業

高齢者の運動機能を改善させ、いつまでも元
気に生き生きと地域に住み続けるために、新
たに柔軟性と体幹の強化のためのトレーニン
グ機器を購入し、フィットネスセンターの充
実を図る。

368,000 円

高 野
高 野

（連絡協
議会）

高野地域創生事業
人口減少に歯止めをかけ定住を促すために、
専門家監修のもと、現状の調査・分析を行い、
新たな事業の検討を行う。

3,000,000 円

比 和 比 和
郷土史「比和の民俗
と歴史」総合版作成
事業

郷土愛を深め、将来を見据えた地域づくりに
つなげるために、郷土史「比和の民俗と歴史」
の総合版を作成し、地域住民と学習・交流を
行う。

596,000 円

補助金交付決定額合計　5,384,000 円

令和元年度庄原市自治振興区

活動促進補助金事業

　庄原自治振興区は、地域に現存する歴史文化資産を後世に
継承し、地域の活性化を図るため、平成 28 年度より「歴史
文化継承事業」として、地域の歴史的な文化資産の掘り起こ
しを行っており、今回、事業の集大成として補助金を活用し、
歴史マップ・歴史集・歴史パネルの作成に取り組みました。
　完成した資料を基に、自治会などで歴史学習会を開催する
など、歴史文化の継承と地域活性化に向けた意識の醸成を図っ
ています。
　今後は、歴史ガイドの育成を図るとともに、関係機関と連
携し歴史文化を学ぶ散策イベントの開催などによる、地域活
性化が期待されます。

平成 30年度庄原市自治振興区活動促進補助金事業の活用状況
庄原市庄原自治振興区「地域の歴史文化の継承事業」

農
業
用
た
め
池
の
届
け
出
の

　
　

 

義
務
化
が
は
じ
ま
り
ま
す

庄原市内のため池の様子
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